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　主要事業
　▶子育て世帯臨時給付金の支給
　▶子ども･子育て支援新制度への対応のための｢子ども･子育て支援事業計画｣の策定
　▶子育て環境の充実のための待機児童ゼロの継続
　▶学力向上のための学力テストの充実と小学校5年生を対象とした科学実験教室の実施
　▶教育環境の改善のための松伏第二小学校の大規模改修工事と松伏中学校のプール改修工事

　主要事業
　▶予防接種とがん検診の実施と接種率や受診率の向上を図るための健康管理システムの導入
　▶多様化する町民の福祉ニーズに対応した地域福祉計画の策定
　▶臨時福祉給付金の支給
　▶ 適正な介護サービスの提供や介護予防事業を促進するための高齢者福祉計画･第6期介
護保険事業計画の策定

　▶地域活動支援センターの機能充実に向けた支援

　主要事業
　▶人権を尊重した明るい社会の実現のための松伏町人権施策推進指針の見直し
　▶地域コミュニティを促進するための松伏町自治会等振興補助金の拡充
　▶ツイッターやフェイスブック､メール配信サービスを活用した情報提供の強化
　▶田園ホール･エローラの舞台吊物機構設備改修工事
　▶新潟県湯沢町ハイキング事業の実施と湯沢町内での宿泊に対する助成事業

　主要事業
　▶趣向を凝らしたイベントの実施による農業収穫祭の事業拡大
　▶米粉利用商品の研究促進といった松伏ブランドの推奨
　▶活気ある商工業の育成のための商工会への支援
　▶ウォーキングマップを活用した観光資源のPR
　▶復興支援と交流を促進するための宮城県山元町主催の｢ふれあい産業祭｣への参加

未来を担う子どもたちが健やかに育つまちづくり　～子育て支援の施策～

健康で生きがいをもって暮らせるまちづくり　～健康･福祉･社会保障の施策～

町民主体の地域コミュニティ豊かなまちづくり～人権･男女共同･地域コミュニティの施策～

活気あふれるにぎわいのまちづくり～産業振興の施策～

　今後のまちづくりの指針となる｢松伏町第5次総合振興計画｣が､平成26年4月からスタートしました。計画
期間は平成35年度までの10年間です。
　本計画は､町の将来像を｢笑顔が未来に広がる　緑あふれるみんなのまち！ ｣と定め､将来人口を31,000人
と設定し､人口減少社会を迎えるなかで､めまぐるしく変化する社会情勢に対応すべく､7つのまちづくりの目
標(主要施策)を位置づけ､安全･安心で快適な暮らしを実感できる｢暮らし満足度一番のまち｣の実現に向け､町
政運営を進めていきます。
　また､平成26年度の施政方針に基づく主な事業概要と予算は次のとおりです。

企画財政課のお知らせ

平成26年度　施政方針

松伏町第5次総合振興計画が
スタートします!!
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　主要事業
　▶田島地区新市街地の有効的な土地利用計画を図るための組織体制の強化と事業手法等の検討
　▶老人福祉センターの利便性向上のための道路拡幅工事
　▶道路環境と安全性向上のための歩道整備事業
　▶町内バス事業者と連携を強化した新規路線の設置に向けた要望活動
　▶円滑な救援活動の確保のための緊急輸送道路のマンホール浮上防止工事

　主要事業
　▶老朽化した防災行政無線のデジタル化工事の継続実施
　▶災害に備えた備蓄物資や備蓄資機材などの充実
　▶個人住宅の太陽光発電設備設置費補助金や生ごみ処理容器等購入補助金などの交付
　▶粗大ごみの手数料､不燃ごみ指定袋の種類及び単価の見直し検討
　▶｢浄化槽設置整備事業補助制度｣を活用した合併浄化槽への転換促進

　主要事業
　▶公平公正を基とする厳正かつ積極的な滞納整理の実施
　▶第5次松伏町行政改革大綱に基づく各種改革の取組み
　▶都市計画税の導入についての研究
　▶既存施設の運営･管理方法や利用方法の見直し
　▶社会保障･税番号制度の本格稼動に向けたシステム改修と準備

一般会計予算 78億4,500万円 前年度比 0.1％減
特別会計予算
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 39億9,930万9,000円 前年度比 4.4％増
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 5億7,965万8,000円 前年度比 12.6％減
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 757万2,000円 前年度比 4.6％増
介 護 保 険 特 別 会 計 15億3,770万3,000円 前年度比 1.3％増
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2億2,277万9,000円 前年度比 12.5％増

(特別会計予算)
小　計 63億4,702万1,000円 前年度比 2.1％増

(一般会計予算＋特別会計予算)
合　計 141億9,202万1,000円 前年度比 0.9％増

利便性の高い快適空間のまちづくり～生活基盤整備の施策～

安全･安心な暮らしのできるまちづくり～生活環境の充実の施策～

効率的で質の高い町政運営を進めるまちづくり～行財政運営の充実の施策～

平成26年度　当初予算

問合せ／総合政策担当 991-1818

問合せ／秘書広報担当 991-1898総務課のお知らせ

鈴木寛氏が
副町長に就任

　平成26年3月議会において､選任案が同意され4月1日
から鈴木寛氏(56歳)が副町長に就任しました。
　同氏は昭和57年に松伏町職員として採用され､企画財
政課長､総務課長を歴任しました。


